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□ アンケート調査の趣旨及び検証 

高砂市では、子どもの健やかな成長と子育て家庭が安心して暮らせるまちをめざし

て様々な子育て施策に取り組んでいます。最近では、令和元年 10 月から実施された

国の幼児教育・保育の無償化にあわせて、市の独自事業として 3歳から 5歳児の給食

費（副食費）の無償化を始めております。 

 今回、市民の皆様から幅広い意見をうかがうことにより、高砂市の子育て施策を充

実させるためにアンケート調査を行いました。 

 アンケート調査の結果、3歳から 5歳児の給食費（副食費）の無償化については、

アンケート回答者のうち 39％の方に充実した子育て施策であるとのご意見をいただ

きました。また、今回いただきました様々なご意見を参考に、今後の高砂市の子育て

施策等について、より充実したものにできるよう検討していきたいと考えております。 

 

 

□ アンケートの集計結果 

・実施期間 

令和２年１２月２５日（金）から令和３年１月２０日（水） 

・実施対象 

 高砂市ホームページ及びアプリ閲覧者 

・アンケート回答人数 

 ４２７人   
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問１ お子様はいますか？ 

回答内容 回答数 

いる 399 

いない 26 

未回答 2 

 

問１で「いる」と回答した人の内訳 

 未就学児 小学生 中学生 高校生 その他 

1 人 152 108 46 41 25 

2 人 107 28 10 6 23 

3 人 18 7 0 0 7 

4 人以上 0 0 0 0 1 

計 277 143 56 47 56 
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問２ 高砂市が重点的に取り組む子育て施策のうち、充実したと感じるものはどれで

すか？（二つまで選択可） 

子育て施策のうち充実したと感じるものは、「② 中学 3 年生までの医療費を無償とする乳

幼児等・こども医療費助成制度」が 50％で最も多く、次いで「① 認定こども園等に通う３歳

から５歳児の給食費（副食費）無償化」が 39％となっている。 

 

回答番号 回答内容 回答数 

①  認定こども園等に通う３歳から５歳児の給食費（副食費）無償化 286 

②  中学 3 年生までの医療費を無償とする乳幼児等・こども医療費助成制度 364 

③  低所得世帯や多子世帯にかかる保育施設・学童保育の保育料軽減 39 

④  ５歳児の就学前健康相談 11 

⑤  妊婦同士の交流や相談ができるプレママサロン 12 

⑥  

その他（自由記述） 

・学童保育が充実している 

・病児保育が充実している 

・保健センターの発達・育児相談が充実している 

・中学校給食が充実している 

・他市に比べて充実していると感じるものはない    など 

15 
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問３ 今後、高砂市に取り組んで欲しい子育てに関する施策はどれですか？ 

（二つまで選択可） 

子育て施策で今後希望するものは、「① 小・中学校の給食費の無償化」が 32％で最も多く、

次いで「⑦ 高校、大学入学への支援」18％、「② 医療費助成制度の範囲拡充」17％、「⑥ 公

園整備などの子どもの遊び場づくり」14％となっている。 

 

回答番号 回答内容 回答数 

①  小・中学校の給食費の無償化 257 

②  医療費助成制度の範囲拡充 136 

③  乳幼児を持つ世帯への育児用品支給 64 

④  子育て相談窓口の充実 20 

⑤  子どもの居場所づくり （子ども食堂等） 31 

⑥  公園整備などの子どもの遊び場づくり 114 

⑦  高校、大学入学への支援 146 

⑧  

その他（自由記述） 

・公園や児童館の整備 

・保育、教育環境の充実 

・給食のアレルギー食への対応 

・奨学金など教育費等の支援 

・多子世帯への保育料や教育費の軽減 

・３歳未満児の保育料の無償化        など 

42 
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問４ 今後、高砂市に子育て以外の分野で取り組んで欲しいことはありますか？ 

（二つまで選択可） 

子育て以外の分野で希望する取り組みは、「① 住み慣れた地域で安心して暮らせる環境づ

くり（歩道・公園整備等）」が 29％で最も多く、次いで「③ 義務教育（小中学校）の充実」

18％、「⑤交通安全・防犯対策」13％、「⑦ 良好な宅地の確保、鉄道駅周辺整備、景観保全

などの市街地整備及び景観まちづくり」12％となっている。 

 

回答番号 回答内容 回答数 

①  住み慣れた地域で安心して暮らせる環境づくり（歩道・公園整備等） 229 

②  高齢者、障がい者、母子家庭等への医療費助成などの福祉医療の充実 57 

③  義務教育（小中学校）の充実 143 

④  自然災害への総合的な対策等の防災活動の充実 74 

⑤  交通安全・防犯対策 98 

⑥  ごみ処理広域化の推進、ごみ減量化対策 8 

⑦  
良好な宅地の確保、鉄道駅周辺整備、景観保全などの市街地整備及び景

観まちづくり 
91 

⑧  労働環境、雇用の確保、勤労者福祉のための勤労者対策 59 

⑨  

その他（自由記述） 

・街灯や防犯カメラの設置による防犯対策 

・スーパーなど商業施設の誘致 

・コミュニティバスの充実 

・家計支援 

・空き家対策                 など 

23 

 

 

 

 


